
　スタートアップ創出プログラムが始まって約2ヶ月が過ぎま
した。進度はそれぞれ違いますが、受講している塾生たちは
日々悩みながら自分のビジネスをつくるべく奮闘しています。
　8月27日には講師の井上さんに、広島よりお越しいただきま
した。普段はオンラインで面談などを受けている塾生たちです
が、対面での講義や面談を受けられて満足そうでした。一方的
に聞くだけの講義ではなく、塾生たちからの意見も活発に出
て、とても雰囲気の良い学び合いの会になりました。
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　8月20日、今年度4回目の定例富谷
塾が富谷市役所市民交流ホールで開
催されました。
　今回は、富谷市出身で株式会社ビ
ック・ママ代表取締役社長の守井嘉
朗氏にご登壇いただき、「経営の攻
守の6分割について」と題して、塾
生向けに経営者としての心構え等を
お話いただきました。数字を見るこ
との重要性や時間管理の大切さな
ど、改めて考えさせられることの多
い内容でした。質問にも丁寧に答え
ていただき、塾生にとって大変貴重
な機会となりました。
　参加した塾生の佐藤奈緒美さん
は、「自社の経営状況を常に正しく
把握しながら、客のニーズの調査と
商品開発をし、タイムマネジメント
をしっかりしていくことで『自分が
全部やらずとも経営を持続可能にす
る』には、日々のたゆまぬ努力が必
要だと感じました」と話してくれま
した。

第4回定例富谷塾

スタートアップ創出プログラム



　富谷市成田在住の伊藤正毅さんは、今
年度富谷塾に入塾しました。伊藤さんは
入塾する以前から TOMI+ を利用してお
り、入塾後の今も１階のチャレンジス
ペースで作業している姿がよく見られま
す。そんな伊藤さんに、TOMI+ に来る
ようになったきっかけや、TOMI+ で何
をしているのかなど、お話を伺いました。

きっかけは『広報とみや』

　昨年から TOMI+ １階のチャレンジ
スペースを利用している伊藤さんが、
TOMI+ の存在を知ったのは『広報とみ
や』でした。図書館は近くになく、カフェ
は落ち着かない、どこか作業する場所が
ないかと探していた伊藤さんにとって
TOMI+ はちょうど良い場所でした。自
宅から車で 10分ほどで来られる通いや
すさも魅力でした。　

TOMI+ は
塾の自習室のような場所

　実際に来てみると冷暖房が完備されて
おり、作業するのに適した環境でした。
無料で使えること、21時まで開いてい
ること、飲食が可能なことなど利用しや
すい点が多く、伊藤さんは TOMI+ に頻

繁に通うようになりました。
　特に気に入っている点は集中できるこ
と。例えるなら TOMI+ は「塾の自習室
のような場所」だと伊藤さんはいいま
す。自宅だとなかなか集中できませんが、
TOMI+ だとまわりの人たちも作業をし
ているので刺激を受けるそうです。

経営者の視点を持つ

　伊藤さんが TOMI+ で励んでいるのは
自己研鑽です。読書やセミナー動画の視
聴をはじめ、頭の中を整理するために付
箋を利用して言語化するなど、工夫を凝
らしながら学んでいます。特に力を入れ
て学んでいるのは人財育成マネジメン
ト。伊藤さんが得意としている分野でも
ありますが、勤めている会社からは「経
営者の意識を持て」と言われており、ど
うしたら会社員の自分が経営者の意識を
持てるのか悩んでいました。そんなとき
に出会ったのが富谷塾でした。

話しかけられたことが転機に

　富谷塾の存在は以前から知っていたも
のの「ハードルが高かった」と話す伊藤
さん。そんな伊藤さんの転機となったの
は、ある塾生から声をかけられたことで
した。突然知らない人に声をかけられて
最初は戸惑いましたが、その塾生のおか
げで富谷塾について詳しく知ることがで
きました。具体的にどんなことをしてい
るのか、実際に参加している塾生から話
を聞けたのは大きかったといいます。
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富谷市成田在住　会社員製造業　

　起業を目指す人でなくとも入塾できる
と知った伊藤さんは、すぐさま入塾を決
意しました。経営者の視点を学べるので
はないかと思ったためです。また、仲間
づくりを目的に入塾してもよいと知った
ことも入塾の決め手でした。仕事やボラ
ンティア活動を通して、人と人とのつな
がりの大切さを実感していたという伊藤
さんにとって、人と出会える場はまさに
求めているものでした。

教えることで成長したい

　富谷塾に入塾してまだ数ヶ月ですが、
新しい世界が広がったと伊藤さんはいい
ます。先輩起業家の話を聞けたり、さま
ざまな分野で活躍している塾生と知り合
うことができました。富谷塾に入らなけ
れば知らなかったこと、出会えなかった
人たちです。

　「今のところ起業は考えていませんが、
起業家精神は会社員として働いていく上
でも大切です。富谷塾でさまざまな方と
出会い、皆さんと一緒に学んでいきたい
と思っています」。

　今、伊藤さんは自分が持っている知識
や学んだことを多くの人たちに伝えてい
きたいと考えています。人の役に立ちた
い思いと同時に、人に教えることによっ
て自分も成長したいと考えているからで
す。富谷塾は出会いと学びのコミュニ
ティ。TOMI ＋から始まった伊藤さんの
挑戦がこれから始まります。


